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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第37期中 第38期中 第39期中 第37期 第38期

会計期間

自平成18年
３月21日
至平成18年
９月20日

自平成19年
３月21日
至平成19年
９月20日

自平成20年
３月21日
至平成20年
９月20日

自平成18年
３月21日
至平成19年
３月20日

自平成19年
３月21日
至平成20年
３月20日

売上高（千円） 2,885,522 2,838,190 3,059,755 5,525,238 5,554,272

経常利益（千円） 234,866 153,483 250,898 377,141 243,589

中間(当期)純利益(千円） 16,691 44,510 91,076 1,611 29,391

純資産額（千円） 3,398,177 3,136,528 3,118,348 3,160,071 3,082,373

総資産額（千円） 5,130,935 4,674,880 4,612,123 4,728,936 4,513,458

１株当たり純資産額（円） 200.22 191.29 190.26 192.67 188.02

１株当たり中間(当期)純利益金額

（円）
0.98 2.71 5.55 0.09 1.79

潜在株式調整後１株当たり中間(当

期)純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） 66.23 67.09 67.61 66.82 68.29

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
185,132 130,471 253,865 412,803 241,350

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
-122,462 -211,888 -11,996 -170,820 -292,963

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
-111,225 -116,226 -90,981 -412,854 -206,316

現金及び現金同等物の中間期末(期

末)残高（千円）
839,526 521,265 604,364 719,321 456,705

従業員数（人）

[外、平均臨時雇用者数]

128

[324]

135

[327]

145

[345]

128

[305]

138

[324]

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第37期中 第38期中 第39期中 第37期 第38期

会計期間

自平成18年
３月21日
至平成18年
９月20日

自平成19年
３月21日
至平成19年
９月20日

自平成20年
３月21日
至平成20年
９月20日

自平成18年
３月21日
至平成19年
３月20日

自平成19年
３月21日
至平成20年
３月20日

売上高（千円） 2,725,649 2,827,090 3,048,266 5,216,100 5,526,066

経常利益（千円） 236,970 134,737 201,548 383,613 200,049

中間(当期)純利益（千円） 28,302 38,744 62,738 19,987 29,020

資本金（千円） 1,518,454 1,518,454 1,518,454 1,518,454 1,518,454

発行済株式総数（株） 17,040,558 17,040,558 17,040,558 17,040,558 17,040,558

純資産額（千円） 3,427,381 3,157,279 3,128,098 3,187,233 3,115,759

総資産額（千円） 4,884,633 4,412,082 4,344,472 4,458,455 4,263,906

１株当たり配当額（円） 2.00 2.00 2.00 4.50 4.00

自己資本比率（％） 70.17 71.56 72.00 71.49 73.07

従業員数（人）

[外、平均臨時雇用者数]

116

[295]

130

[324]

140

[345]

115

[242]

133

[324]

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．「１株当たり純資産額」、「１株当たり中間（当期）純利益金額」及び「潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額」については、中間連結財務諸表を作成しているため記載を省略しております。
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２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月20日現在

事業部門等 従業員数（人）

直営・ＦＣ部門 69 (311)

製造部門 20 (29)

外販部門 5 (－)

共通部門 51 (5)

合計 145 (345)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当中間連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

２．共通部門として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているもの

であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月20日現在

従業員数（人） 140 (345)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当中間会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(3）労働組合の状況

　　　　労働組合との間に特記すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、原油価格の高騰や米国に端を発したサブプライムローン問題に起

因する経済の減速懸念という不安材料を抱え、景気の先行き不透明感は高まっております。

外食産業におきましても、店舗数過剰による競争はより一層激しさを増し、既存店舗売上高の低迷が長期化の

傾向にある一方で、原材料コストの上昇や、従業員・パートタイマーの確保難による人手不足・人材難が拡がる

など、企業経営環境は引き続き厳しい状況が続いております。また、産地や賞味期限の偽装問題などが多発し、食

の安全・安心に対する関心が一層高まっております。

このような状況のもと当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は、「お客さまの信頼にこたえるため

に、新しい価値を！」を年度スローガンに掲げ、「食」への安心・安全の確保はもとより、競争の激しさを増す外

食産業を生き抜くために、お客様の信頼を最優先にして現状の改善を進めております。ひとつひとつの食材を見

直し、より本物志向、より健康志向の商品を提供するとともに、店舗環境をより整備し、「接客が素晴らしい」と

いわれるサービスの向上に努めております。

しかしながら原材料コスト等の高騰は予断を許さない状況にあり、これらのコストアップの販売価格への転嫁

は避けられないものと考え、８番らーめんフランチャイズチェーン事業においては１２年振りとなる主力商品の

価格改定を４月に実施いたしました。価格改定に伴う来店客数の減少、売上高の減少を押しとどめるべく、ポイン

トを絞り込んだ効果的なマーケティング活動の実施に重点を置いて、積極的かつ効率的な広告宣伝、販売促進活

動に努めてまいりました。

当中間連結会計期間末の当社グループ店舗数は252店舗（前年同期比４店舗増、内海外３店舗）となっており

ます。その内訳は、らーめん事業150店舗、和食事業８店舗、中華事業２店舗、海外92店舗であります。

以上の結果、当中間連結会計期間の営業収益（ロイヤリティ収入等を含む）は、８番らーめんフランチャイズ

チェーン加盟店を含む既存店末端売上高が前年同期比3.9％増で推移したこと、前期に出店した直営店の稼動が寄

与したこと、外販売上高が25.3％増となったことなどにより、33億17百万円(前年同期比7.3％増)となりました。原

油価格の高騰が続く中、品質維持を絶対条件としたコストアップの抑止活動に努めておりますが、依然としてコ

スト負担は増加傾向にあり、営業利益への圧迫要因となっております。なお、売上高原価率は前年同期に比べ１.1

ポイント増の48.0％となっております。一方、販売管理費の効果的な支出に努めたほか、当中間連結会計期間に計

画しておりました直営店の出店と加盟店から直営店への業態転換、店舗営業活性化のための広告宣伝活動の実施

を第３四半期に延期したことなどにより、これらに伴う一時的費用が前期に比べ61百万円減少したことなどによ

り、営業利益は１億96百万円(前年同期比57.5％増)となりました。経常利益は、営業利益の増加のほか、タイ王国で

の事業好調による合弁企業からの配当金等26百万円があったことにより、２億50百万円(前年同期比63.5％増)とな

りました。

中間純利益は、特別損失に減損損失を58百万円（前年同期は31百万円）計上しましたが、経常利益が増加した

ことにより、91百万円(前年同期比104.6%増)となりました。

事業の部門別の状況につきましては次のとおりであります。

（ＦＣ部門）

８番らーめんフランチャイズチェーン事業においては、食材の見直しを積極的に行い、より本物志向、より健康

志向の商品の提供を継続して行っておりますが、コストアップの価格転嫁は避けられず、主力商品であるラーメ

ンメニューの販売価格を改定いたしました。その際生じうる来店客数、売上高の減少を押しとどめるべく、品質を

アップした餃子によるキャンペーンをゴールデンウィークならびに夏季の２回実施し、来店客数の確保を行いま

した。営業力の強化として、調理技術の維持向上を目的とした「フライパンマイスター制度」、接客サービスレベ

ルの維持向上を目的とした「サービスマイスター制度」もそれぞれ、個店毎の直接指導を通じて、継続して実施

しております。

海外出店活動は、既存出店地域での「８番らーめん」ブランドの確立、新規出店を行っております。当中間連結

会計期間末の店舗数は、タイ王国83店舗、香港７店舗、台湾２店舗を展開しており、海外店舗数は合計92店舗と

なっております。

当中間連結会計期間における新規出店５店舗（内海外３店舗）、パートナーショップ店から加盟店への転換１

店舗、閉店が６店舗（内海外４店舗）ありました。

この結果、当中間連結会計期間末加盟店舗数は221店舗（内海外92店舗）、加盟店向け製商品売上高は12億45百

万円（前年同期比1.6％増）となりました。

（直営部門）
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直営部門の当中間連結会計期間末直営店舗数は31店舗、前期に開店した店舗が寄与したことにより、売上高は

14億88百万円（前年同期比10.1％増）となりました。

（外販部門）

当社製品を主要販売品目とする外販部門は、販売環境の厳しさが続くなか、生麺ブランド「八番麺工房（はち

ばんめんこうぼう）」を国内各地のスーパーマーケットを中心に販売チャネルを拡大し、販売の拡大に努めてお

ります。

この結果、売上高は３億25百万円（前年同期比25.3％増）となりました。

(2）キャッシュ・フロー

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「現金」という）は、税金等調整前中間純利益１億

92百万円があったことにより、前連結会計年度末に比べ１億47百万円増加し、当中間連結会計期間末には６億４

百万円（前期末比32.3％増）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、２億53百万円（前年同期比94.6％増）となりました。これは主に、売上債権

の増加額54百万円（前年同期比16.8％増）があったものの、税金等調整前中間純利益１億92百万円（前年同期比

60.5％増）や減価償却費90百万円（前年同期比1.8％増）であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって使用した資金は、11百万円（前年同期比94.3％減）となりました。これは主に、差入保証金の

返還による収入22百万円（前年同期比15.8％増）があったものの、有形固定資産の取得による支出40百万円（前

年同期比78.5％減）であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって使用した資金は、90百万円（前年同期比21.7％減）となりました。これは主に、社債の償還に

よる支出35百万円（前年同期比22.2％減）や配当金の支払額32百万円（前年同期比20.0％減）であったことによ

るものであります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当中間連結会計期間の生産実績は、次のとおりであります。

区分 金額（千円） 前年同期比（％）

生麺類 278,347 148.0

タレ類 80,580 112.2

餃子 154,536 107.4

合計 513,464 127.2

　（注）１．金額は、製造原価によって表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当中間連結会計期間の商品仕入実績は、次のとおりであります。

区分 金額（千円） 前年同期比（％）

米飯類 123,954 98.1

肉類 207,383 109.9

スープ類 32,443 89.9

野菜魚介類 183,990 105.1

調味料類 106,578 113.5

備品消耗品類 37,288 93.6

その他 263,505 98.4

合計 955,144 103.0

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは、見込み生産を行っておりますので、受注状況については記載すべき事項はありません。
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(4）販売実績

　当中間連結会計期間の販売実績は、次のとおりであります。

区分 金額（千円） 前年同期比（％）

製品   

生麺類 438,812 130.2

タレ類 172,533 101.4

餃子 201,125 107.3

小計 812,470 117.0

商品   

米飯類 117,187 97.4

肉類 215,575 105.5

スープ類 89,455 101.8

野菜魚介類 65,120 92.3

調味料類 69,480 115.1

備品消耗品類 50,273 92.8

その他 151,392 78.3

小計 758,485 95.9

製品商品売上計 1,570,956 105.8

直営店売上計 1,488,799 110.1

売上高計 3,059,755 107.8

営業収入計 257,665 101.4

営業収益計 3,317,420 107.3

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３【対処すべき課題】

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

４【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

５【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

当中間連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等のうち、以下の新設計画

を翌期以降に繰り延べいたしました。なお、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は次

のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地

事業部門の

名称
設備の内容

投資予定金額

資金調達

方法

着手及び完了予定年月

完成後の増

加能力総額

（千円）

既支払額

（千円）
着手 完了

当社直営店

１店舗新築　

石川県

金沢市　
和食事業部　 店舗の新築　 130,000 －

自己資金

　

平成21年

１月　

平成21年

３月　

客席数70

席増加　

当社直営店

１店舗新設　

滋賀県

草津市　

らーめん事

業部　
店舗の新築　 30,000 －

自己資金

　

平成20年

12月　

平成21年

２月　

客席数42

席増加　

当社直営店

１店舗新築　

岐阜県

岐阜市　

らーめん事

業部　
店舗の新築　 30,000 －

自己資金

　

平成20年

６月　

平成20年

８月　

客席数42

席増加　

　（注）１．金額には消費税等は含まれておりません。

２．投資予定金額には差入保証金が含まれております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 68,000,000

計 68,000,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年９月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年12月１日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,040,558 17,040,558 ジャスダック証券取引所 －

計 17,040,558 17,040,558 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年３月21日か

ら平成20年９月20日　
－ 17,040,558 － 1,518,454 － 379,685
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ニッキーフーズ 大阪府大阪市西淀川区千舟２-６-３４ 1,729 10.14

ハチバン取引先持株会 石川県金沢市新神田１-１２-１８ 764 4.48

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１-８-１１ 756 4.43

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り１-２-２６ 733 4.30

麒麟麦酒株式会社 東京都中央区新川２-１０-１ 591 3.47

株式会社ジーエスシー 石川県金沢市高尾南２-１３０ 509 2.98

日清製粉株式会社 東京都千代田区神田錦町１-２５ 375 2.20

後藤　時子 石川県金沢市 302 1.77

株式会社サンショク 三重県伊賀市西明寺２８７０ 300 1.76

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２-１-１ 258 1.51

計 － 6,321 37.09

　（注）上記のほか、自己株式が651千株あります。

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 651,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,203,000 16,203 －

単元未満株式 普通株式 186,558 － －

発行済株式総数 　 17,040,558 － －

総株主の議決権 　 － 16,203 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年９月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ハチバン
石川県金沢市新神田

１－12－18
651,000 － 651,000 3.81
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２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 329 331 328 325 328 330

最低（円） 321 320 320 320 322 300

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令第24

号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　　なお、前中間連結会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）は、改正前の中間連結財務諸表規則に基づ

き、当中間連結会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）は、改正後の中間連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以

下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、当中

間会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成しており

ます。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間連結会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年

９月20日）の中間連結財務諸表及び前中間会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）の中間財務諸表に

ついて、新日本監査法人により中間監査を受けております。また、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、

当中間連結会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）の中間連結財務諸表及び当中間会計期間（自平成

20年３月21日　至平成20年９月20日）の中間財務諸表について、新日本有限責任監査法人により中間監査を受けてお

ります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

　①【中間連結貸借対照表】

  
前中間連結会計期間末
（平成19年９月20日）

当中間連結会計期間末
（平成20年９月20日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成20年３月20日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ．流動資産           

１．現金及び預金 ※２  524,265   607,064   459,705  

２．受取手形及び売掛
金

  340,859   403,671   349,189  

３．たな卸資産   80,722   81,197   75,206  

４．繰延税金資産   65,088   59,865   65,634  

５．その他   172,804   226,010   129,178  

６．貸倒引当金   -1,637   -1,683   -1,105  

流動資産合計   1,182,102 25.3  1,376,126 29.8  1,077,808 23.9

Ⅱ．固定資産           

１．有形固定資産 ※１          

（1）建物及び構築物 ※２  892,899   798,878   887,857  

（2）機械装置及び運
搬具

  100,461   79,397   88,203  

（3）土地 ※２  1,053,501   1,053,501   1,053,501  

（4）建設仮勘定 　  1,697   2,363   －  

（5）その他 　  145,127   104,859   128,239  

有形固定資産合計   2,193,686 46.9  2,039,000 44.2  2,157,801 47.8

２．無形固定資産   72,782   92,649   105,797  

無形固定資産合計   72,782 1.6  92,649 2.0  105,797 2.3

３．投資その他の資産           

（1）投資有価証券 　  275,591   235,029   267,234  

（2）長期貸付金   108,625   73,600   103,347  

（3）関係会社出資金 　  95,664   59,920   77,875  

（4）差入保証金   359,710   334,147   355,499  

（5）保険積立金   243,190   247,736   245,479  

（6）繰延税金資産   84,531   94,634   64,566  

（7）その他   99,624   88,879   88,380  

（8）貸倒引当金   -40,631   -29,601   -30,333  

投資その他の資産
合計

  1,226,307 26.2  1,104,346 24.0  1,172,049 26.0

固定資産合計   3,492,777 74.7  3,235,996 70.2  3,435,649 76.1

資産合計   4,674,880 100.0  4,612,123 100.0  4,513,458 100.0
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前中間連結会計期間末
（平成19年９月20日）

当中間連結会計期間末
（平成20年９月20日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成20年３月20日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ．流動負債           

１．買掛金   183,338   210,955   178,783  

２．短期借入金   213,376   227,155   221,376  

３．一年内償還社債 　  70,000   70,000   70,000  

４．未払法人税等   82,073   112,577   28,272  

５．賞与引当金   89,204   88,940   88,715  

６．役員賞与引当金   7,000   －   －  

７．未払費用   －   250,653   235,002  

８．その他   273,798   57,259   55,196  

流動負債合計   918,790 19.7  1,017,540 22.1  877,346 19.4

Ⅱ．固定負債           

１．社債   70,000   －   35,000  

２．長期借入金   113,352   56,419   84,164  

３．役員退職慰労引当
金

  221,501   227,115   225,316  

４．預り保証金   214,706   192,700   209,258  

固定負債合計   619,560 13.2  476,234 10.3  553,738 12.3

負債合計   1,538,351 32.9  1,493,775 32.4  1,431,085 31.7

           

（純資産の部）           

Ⅰ．株主資本           

１．資本金 　  1,518,454 32.5  1,518,454 32.9  1,518,454 33.6

２．資本剰余金 　  1,481,671 31.7  1,481,671 32.1  1,481,671 32.8

３．利益剰余金 　  309,480 6.6  319,857 7.0  261,567 5.8

４．自己株式 　  -214,031 -4.6  -216,370 -4.7  -215,140 -4.7

株主資本合計   3,095,575 66.2  3,103,613 67.3  3,046,553 67.5

Ⅱ．評価・換算差額等           

　　その他有価証券
　　評価差額金

　  40,953 0.9  14,734 0.3  35,819 0.8

評価・換算差額等合
計

  40,953 0.9  14,734 0.3  35,819 0.8

純資産合計   3,136,528 67.1  3,118,348 67.6  3,082,373 68.3

負債純資産合計   4,674,880 100.0  4,612,123 100.0  4,513,458 100.0
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　②【中間連結損益計算書】

  
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ．売上高   2,838,190 100.0  3,059,755 100.0  5,554,272 100.0

Ⅱ．売上原価   1,330,455 46.9  1,468,150 48.0  2,642,140 47.6

売上総利益   1,507,734 53.1  1,591,604 52.0  2,912,132 52.4

Ⅲ．営業収入   254,029 9.0  257,665 8.4  479,196 8.6

営業総利益   1,761,764 62.1  1,849,269 60.4  3,391,328 61.0

Ⅳ．販売費及び一般管理費           

１．運賃  121,447   130,827   242,412   

２．役員報酬  55,647   55,001   111,351   

３．給与手当  558,021   589,351   1,192,862   

４．賞与引当金繰入額  78,387   77,625   77,713   

５．退職給付費用  8,868   9,903   17,632   

６．役員退職慰労引当金
繰入額

 6,095   3,069   9,909   

７．地代家賃  116,010   129,535   243,308   

８．水道光熱費  81,105   91,420   169,711   

９．減価償却費  66,397   68,262   146,060   

10．その他  544,899 1,636,880 57.7 497,622 1,652,619 54.0 1,001,198 3,212,158 57.8

営業利益   124,884 4.4  196,650 6.4  179,169 3.2

Ⅴ．営業外収益           

１．受取利息  3,566   2,765   6,943   

２．受取配当金  －   26,220   11,034   

３．賃貸収益  35,803   34,827   73,560   

４．受入手数料  17,843   18,349   33,680   

５．電算機器使用料収入  8,186   8,146   16,362   

６．その他  6,391 71,791 2.5 6,040 96,350 3.2 12,068 153,649 2.8

Ⅵ．営業外費用           

１．支払利息  3,555   2,795   6,666   

２．賃貸費用  35,589   34,377   73,507   

３．その他  4,047 43,192 1.5 4,930 42,103 1.4 9,055 89,229 1.6

経常利益   153,483 5.4  250,898 8.2  243,589 4.4

Ⅶ．特別利益           

１．固定資産売却益 ※１　 592 592 0.0 － － － 592 592 0.0

Ⅷ．特別損失           

１．固定資産除却損 ※２ 2,616   －   4,808   

２．減損損失 ※３ 31,602   58,802   70,014   

３．関係会社株式評価損 　 189 34,408 1.2 － 58,802 1.9 18,068 92,891 1.7

税金等調整前中間(当
期)純利益   119,667 4.2  192,096 6.3  151,290 2.7

法人税、住民税及び事
業税

 80,700   114,200   104,800   

法人税等調整額  -5,542 75,157 2.6 -13,179 101,020 3.3 17,099 121,899 2.2

中間(当期)純利益   44,510 1.6  91,076 3.0  29,391 0.5
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　③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）　　　　　 　　

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 1,481,671 305,972 -212,550 3,093,549

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当   -41,003  -41,003

中間純利益   44,510  44,510

自己株式買取    -1,481 -1,481

株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額）
     

中間連結会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － 3,507 -1,481 2,026

平成19年９月20日　残高

（千円）
1,518,454 1,481,671 309,480 -214,031 3,095,575

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他

有価証券評価差額金
評価・換算差額等

合計

平成19年３月20日　残高

（千円）
66,522 66,522 3,160,071

中間連結会計期間中の変動額    

剰余金の配当   -41,003

中間純利益   44,510

自己株式買取   -1,481

株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額）
-25,569 -25,569 -25,569

中間連結会計期間中の変動額合計

（千円）
-25,569 -25,569 -23,543

平成19年９月20日　残高

（千円）
40,953 40,953 3,136,528

当中間連結会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）　　　　　 　　

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成20年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 1,481,671 261,567 -215,140 3,046,553

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当   -32,786  -32,786

中間純利益   91,076  91,076

自己株式買取    -1,229 -1,229

株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額）
     

中間連結会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － 58,289 -1,229 57,060

平成20年９月20日　残高

（千円）
1,518,454 1,481,671 319,857 -216,370 3,103,613

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他

有価証券評価差額金
評価・換算差額等

合計

平成20年３月20日　残高

（千円）
35,819 35,819 3,082,373

中間連結会計期間中の変動額    
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評価・換算差額等

純資産合計
その他

有価証券評価差額金
評価・換算差額等

合計

剰余金の配当   -32,786

中間純利益   91,076

自己株式買取   -1,229

株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額）
-21,085 -21,085 -21,085

中間連結会計期間中の変動額合計

（千円）
-21,085 -21,085 35,974

平成20年９月20日　残高

（千円）
14,734 14,734 3,118,348

前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自平成19年３月21日　至平成20年３月20日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 1,481,671 305,972 -212,550 3,093,549

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当   -73,796  -73,796

当期純利益   29,391  29,391

自己株式買取    -2,590 -2,590

株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額（純額）
     

連結会計年度中の変動額合計

（千円）
－ － -44,405 -2,590 -46,995

平成20年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 1,481,671 261,567 -215,140 3,046,553

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他

有価証券評価差額金
評価・換算差額等

合計

平成19年３月20日　残高

（千円）
66,522 66,522 3,160,071

連結会計年度中の変動額    

剰余金の配当   -73,796

当期純利益   29,391

自己株式買取   -2,590

株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額（純額）
-30,702 -30,702 -30,702

連結会計年度中の変動額合計

（千円）
-30,702 -30,702 -77,698

平成20年３月20日　残高

（千円）
35,819 35,819 3,082,373

EDINET提出書類

株式会社ハチバン(E03202)

半期報告書

18/53



　④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間

（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度の要約連結

キャッシュ・フロー計算書

（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

区分
注記

番号
金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ．営業活動による

キャッシュ・フロー
    

税金等調整前中間（当期）純利益  119,667 192,096 151,290

減価償却費  88,823 90,456 193,873

為替差損  412 3,227 4,685

減損損失  31,602 58,802 70,014

関係会社株式評価損  189 － 18,068

役員退職慰労引当金の増減額  -2,362 1,799 1,451

賞与引当金の増減額  236 224 -251

貸倒引当金の減少額  -420 -153 -11,251

役員賞与引当金の増加額  7,000 － －

受取利息及び受取配当金  -3,566 -28,986 -17,977

支払利息  3,555 2,795 6,666

有形固定資産除却損  － － 4,808

有形固定資産売却益  -592 － -592

売上債権の増加額  -46,647 -54,481 -54,978

たな卸資産の増加額  -6,017 -5,991 -501

仕入債務の増加額  27,155 32,172 22,599

その他  -12,198 -11,858 -5,203

小計  206,837 280,102 382,704

利息及び配当金の受取額  3,566 6,971 17,977

利息の支払額  -3,573 -2,845 -5,238

法人税等の支払額  -76,359 -30,362 -154,093

営業活動による

キャッシュ・フロー
 130,471 253,865 241,350
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前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間

（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度の要約連結

キャッシュ・フロー計算書

（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

区分
注記

番号
金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ．投資活動による

キャッシュ・フロー
    

定期預金の純減少額  － 300 －

投資有価証券の取得による支出  -23,815 － -23,815

有形固定資産の取得による支出  -188,466 -40,428 -257,475

有形固定資産の売却による収入  1,298 3,270 1,298

無形固定資産の取得による支出  -4,427 -1,835 -51,167

無形固定資産の売却による収入  － 72 －

差入保証金の払込による支出  -46,395 -1,179 -47,873

差入保証金の返還による収入  19,465 22,531 25,153

貸付金の回収による収入  30,453 5,271 60,916

投資活動による

キャッシュ・フロー
 -211,888 -11,996 -292,963

Ⅲ．財務活動による

キャッシュ・フロー
    

短期借入金の純増減額  -5,000 7,222 3,000

長期借入による収入  35,000 － 35,000

長期借入金の返済による支出  -58,742 -29,188 -87,930

社債の償還による支出  -45,000 -35,000 -80,000

自己株式の取得による支出  -1,481 -1,229 -2,590

配当金の支払額  -41,003 -32,786 -73,796

財務活動による

キャッシュ・フロー
 -116,226 -90,981 -206,316

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額  -412 -3,227 -4,685

Ⅴ．現金及び現金同等物の増加額  -198,055 147,659 -262,616

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高  719,321 456,705 719,321

Ⅶ．現金及び現金同等物の中間期末(期末
)残高

 521,265 604,364 456,705
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

１．連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社は、１社でありま

す。

(1）同左 (1）同左

 (2）連結子会社名は、㈱ハチバント

レーディングであります。

(3）非連結子会社数は、２社であり

ます。

　なお、子会社香港八番貿易有限公

司及び㈱ハチバントレーディング

（タイランド）は、合計の総資産、

売上高、中間連結純損益及び利益剰

余金等に及ぼす影響が軽微であり、

かつ、全体としても重要性がないた

め、連結しておりません。

(2）同左

 

(3）同左

　

(2）同左

 

(3）非連結子会社数は、２社であり

ます。

　なお、子会社香港八番貿易有限公

司及び㈱ハチバントレーディング

（タイランド）は、合計の総資産、

売上高、連結純損益及び利益剰余金

等に及ぼす影響が軽微であり、か

つ、全体としても重要性がないた

め、連結しておりません。

２．持分法の適用に関する事

項

　持分法適用会社は、ありません。

　なお、非連結子会社および関連会

社（ダブルフラワリングカメリア

㈱、㈲リトルバック、上海八番餐飲

有限公司、香港元八有限公司）は、

中間連結純損益及び利益剰余金等

に及ぼす影響が軽微であり、かつ、

全体としても重要性がないため、持

分法を適用しておりません。

　持分法適用会社は、ありません。

　なお、非連結子会社および関連会

社（ダブルフラワリングカメリア

㈱、㈲リトルバック、香港元八有限

公司）は、中間連結純損益及び利益

剰余金等に及ぼす影響が軽微であ

り、かつ、全体としても重要性がな

いため、持分法を適用しておりませ

ん。

　持分法適用会社は、ありません。

　なお、非連結子会社および関連会

社（ダブルフラワリングカメリア

㈱、㈲リトルバック、上海八番餐飲

有限公司、香港元八有限公司）は、

連結純損益及び利益剰余金等に及

ぼす影響が軽微であり、かつ、全体

としても重要性がないため、持分法

を適用しておりません。

３．連結子会社の中間決算日

（決算日）に関する事項

　連結子会社の中間決算日は、中間

連結決算日と一致しております。

　同左 　連結子会社の決算日は、連結決算

日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事

項

(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

 ①　有価証券

その他有価証券

①　有価証券

その他有価証券

①　有価証券

その他有価証券

 時価のあるもの

　中間連結決算日の市場価格

等に基づく時価法（評価差

額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は主とし

て移動平均法により算定）

時価のあるもの

　同左

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法によ

り算定）

 時価のないもの

　主に移動平均法による原価

法

時価のないもの

　同左

時価のないもの

　同左

 ②　たな卸資産

商品・製品・原材料・貯蔵

品

②　たな卸資産

商品・製品・原材料・貯蔵

品

②　たな卸資産

商品・製品・原材料・貯蔵

品

 総平均法による原価法 同左 同左

 

EDINET提出書類

株式会社ハチバン(E03202)

半期報告書

21/53



項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

 (2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

(2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

(2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

 ①　有形固定資産

　定率法

　ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属

設備を除く）については、定額

法

　なお、主な耐用年数は、以下の

とおりであります。

　建物及び構築物

　　　　　　　　３～50年

　機械装置及び運搬具

　　　　　　　　４～10年

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、当中

間連結会計期間より、平成19年

４月１日以降に取得した有形

固定資産について、改正後の法

人税法に基づく減価償却の方

法に変更しております。なお、

この変更による当中間連結会

計期間の損益に与える影響は

軽微であります。

①　有形固定資産

　定率法

　ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属

設備を除く）については、定額

法

　なお、主な耐用年数は、以下の

とおりであります。

　建物及び構築物

　　　　　　　　３～50年

　機械装置及び運搬具

　　　　　　　　４～10年

（追加情報）

　法人税法の改正に伴い、平成

19年３月31日以前に取得した

資産については、改正前の法人

税法に基づく減価償却の方法

の適用により、取得価額の５％

に到達した連結会計年度の翌

連結会計年度より、取得価額の

５％相当額と備忘価額との差

額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて計上し

ております。これによる損益に

与える影響は軽微であります。

①　有形固定資産

　定率法

　ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属

設備を除く）については、定額

法

　なお、主な耐用年数は、以下の

とおりであります。

　建物及び構築物

　　　　　　　　３～50年

　機械装置及び運搬具

　　　　　　　　４～10年

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、当連

結会計年度より、平成19年４月

１日以降に取得した有形固定

資産について、改正後の法人税

法に基づく減価償却の方法に

変更しております。なお、この

変更により、営業利益、経常利

益及び税金等調整前当期純利

益は、それぞれ8,603千円減少

しております。

 ②　無形固定資産

　定額法

　なお、自社利用のソフトウエ

アについては、社内における見

込利用可能期間（５年）に基

づく定額法、それ以外の無形固

定資産については、定額法

②　無形固定資産

　同左

②　無形固定資産

　同左

 (3）重要な引当金の計上基準 (3）重要な引当金の計上基準 (3）重要な引当金の計上基準

 ①　貸倒引当金

　売掛金等債権の貸倒による損

失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上して

おります。

①　貸倒引当金

　　　同左

①　貸倒引当金

　同左
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

 ②　賞与引当金

　従業員に対する賞与の支給に

備えるため、支給見込額のう

ち、当中間連結会計期間の負担

額を計上しております。

②　賞与引当金

　同左

②　賞与引当金

　従業員に対する賞与の支給に

備えるため、翌連結会計年度支

給見込額のうち、当連結会計年

度の負担相当額を計上してお

ります。

 ③　役員賞与引当金

　役員に対する賞与の支給に備

えるため、役員賞与支給見込額

の当中間連結会計期間負担額

を計上しております。

③　役員賞与引当金

　同左

③　役員賞与引当金

　役員に対する賞与の支給に備

えるため、当連結会計年度にお

ける支給見込額に基づいて計

上しております。

 ④　役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支給に備

えるため、役員退職慰労金支給

規程に基づく当中間連結会計

期間末要支給額を計上してお

ります。

④　役員退職慰労引当金

　同左

④　役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支給に備

えるため、役員退職慰労金支給

規程に基づく当連結会計年度

末要支給額を計上しておりま

す。

 (4）重要な外貨建の資産又は負債

の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、中間決

算日の直物為替相場により、円貨

に換算し、換算差額は損益として

処理しております。

(4）重要な外貨建の資産又は負債

の本邦通貨への換算の基準

　同左

(4）重要な外貨建の資産又は負債

の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日

の直物為替相場により、円貨に換

算し、換算差額は損益として処理

しております。

 (5）重要なリース取引の処理方法

　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によって

おります。

(5）重要なリース取引の処理方法

同左

(5）重要なリース取引の処理方法

同左

 (6）重要なヘッジ会計の方法

　①　ヘッジ会計の方法

金利スワップについては、特

例処理の要件を満たしている

ため、特例処理を採用しており

ます。

(6）重要なヘッジ会計の方法

　①　ヘッジ会計の方法

同左

(6）重要なヘッジ会計の方法

　①　ヘッジ会計の方法

同左

 　②　ヘッジ手段とヘッジ対象

（ヘッジ手段）

　　金利スワップ

（ヘッジ対象）

　　借入金の利息

　②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　同左

　②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　同左
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

 　③　ヘッジ方法

　借入金の金利変動リスクを回

避する目的で金利スワップ取

引を行っており、ヘッジ対象の

識別は個別契約毎に行ってお

ります。

　③　ヘッジ方法

　同左

　③　ヘッジ方法

同左

 　④　ヘッジ有効性評価の方法

特例処理によっている金利

スワップのため、有効性の評価

を省略しております。

　④　ヘッジ有効性評価の方法

　同左

　④　ヘッジ有効性評価の方法

　同左

 (7）その他中間連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項

(7）その他中間連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項

(7）その他連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項

 　①　消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

②　中間連結会計期間に係る納付

税額及び法人税等調整額

　当中間連結会計期間に係る納

付税額及び法人税等調整額は、

当連結会計年度において予定

している固定資産圧縮積立金

の取崩しを前提として、当中間

連結会計期間に係る金額を計

算しております。

　①　消費税等の会計処理

　同左

②　中間連結会計期間に係る納付

税額及び法人税等調整額

　同左

　①　消費税等の会計処理

　同左

　②　　　──────

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価

については、全面時価評価法を採用

しております。　

　　　同左 　　　同左

６．中間連結キャッシュ・フ

ロー計算書（連結キャッ

シュ・フロー計算書）にお

ける資金の範囲

　中間連結キャッシュ・フロー計算

書における資金(現金及び現金同等

物)は、手許現金、随時引き出し可能

な預金及び容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ

月以内に償還期限の到来する短期

投資からなっております。

　　　同左 　連結キャッシュ・フロー計算書に

おける資金(現金及び現金同等物)

は、手許現金、随時引き出し可能な

預金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

   　該当事項はありません。

表示方法の変更

前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間

（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

──────

　

（中間連結貸借対照表）

　前中間連結会計期間まで流動負債の「その他」に含めて表示して

おりました「未払費用」は、負債および純資産の合計額の100分の5

を超えたため、区分掲記いたしました。

　なお、前中間連結会計期間の「未払費用」は、228,380千円でありま

す。　

──────

　

（中間連結損益計算書）

　前中間連結会計期間まで営業外収益の「その他」に含めて表示し

ておりました「受取配当金」は、金額的重要性が増したため、区分掲

記いたしました。

　なお、前中間連結会計期間の「受取配当金」は、800千円でありま

す。
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注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

項目
前中間連結会計期間末
（平成19年９月20日）

当中間連結会計期間末
（平成20年９月20日）

前連結会計年度
（平成20年３月20日）

※１　有形固定資産の減価償

却累計額

2,402,822千円 2,535,998千円 2,479,855千円

※２　担保提供資産 (1）担保に供している資産 (1）担保に供している資産 (1）担保に供している資産

 建物 30,125千円

土地 263,263 

計 293,389 

建物 28,397千円

土地 263,263 

計 291,661 

建物 29,265千円

土地 263,263 

計 292,529 

 上記に対応する債務

　　　　　　　　　────

上記に対応する債務

　　　　　　　　　────

上記に対応する債務

　　　　　　　　　────

 (2）その他の担保 (2）その他の担保 (2）その他の担保

 　　定期預金3,000千円を加盟契約

先の銀行借入の担保に供して

おります。

　　定期預金2,700千円を加盟契約

先の銀行借入の担保に供して

おります。

　　定期預金2,700千円を加盟契約

先の銀行借入の担保に供して

おります。

　３　債務保証 　　　　　──── 　　持分法非適用関連会社ダブルフラ

ワリングカメリア株式会社の代表

取締役の金融機関からの借入に対

して、連結子会社ハチバントレー

ディングが債務保証をおこなって

おります。

　　持分法非適用関連会社ダブルフラ

ワリングカメリア株式会社の代表

取締役の金融機関からの借入に対

して、連結子会社ハチバントレー

ディングが債務保証をおこなって

おります。

　　　  21,991千円 24,757千円

　 　　　　　──── 　　持分法非適用関連会社香港元八有

限公司の金融機関からの借入に対

して、連結子会社株式会社ハチバ

ントレーディングが債務保証をお

こなっております。

　　　　　────

　　　  39,630千円  
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（中間連結損益計算書関係）

項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

 ※１　固定資産売却益 　　　　　──── 　　　　　──── 機械装置及び運搬具 592千円

 ※２　固定資産除却損 解体工事 2,303千円

その他 313 

計 2,616 

　　　　　──── 撤去費用 4,313千円

その他 494 

計 4,808 

 ※３　減損損失        31,602千円

　当中間連結会計期間において、当

社グループは以下の資産グループ

について減損損失を計上しまし

た。

地域 用途 種類
減損損失

（千円）

愛知県
直営店舗

１店舗
その他 607

石川県
直営店舗

１店舗
建物他 30,995

　当社は、キャッシュ・フローを生

み出す最小単位として店舗を基本

単位としてグルーピングしており

ます。営業活動から生じる損益が

継続してマイナスである店舗にお

ける資産グループの帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、減損損失

31,602千円（建物及び構築物

26,964千円、その他有形固定資産

4,637千円）を特別損失に計上し

ました。

　なお、資産グループの回収可能価

額は正味売却価額により測定して

おり、売却見込額にて評価してお

ります。

      58,802千円

　当中間連結会計期間において、当

社グループは以下の資産グループ

について減損損失を計上しまし

た。

地域 用途 種類
減損損失

（千円）

滋賀県
直営店舗

１店舗
建物他 27,389

東京都
直営店舗

１店舗
建物他 15,395

岐阜県
直営店舗

２店舗
建物他 14,285

その他 その他 その他 1,731

　当社は、キャッシュ・フローを生

み出す最小単位として店舗を基本

単位としてグルーピングしており

ます。営業活動から生じる損益が

継続してマイナスである店舗にお

ける資産グループの帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、減損損失

58,802千円（建物及び構築物

47,944千円、その他有形固定資産

10,858千円）を特別損失に計上し

ました。

　なお、資産グループの回収可能価

額は正味売却価額により測定して

おり、売却見込額にて評価してお

ります。

       70,014千円

　当連結会計年度において、当社グ

ループは以下の資産グループにつ

いて減損損失を計上しました。

地域 用途 種類
減損損失

（千円）

愛知県
直営店舗

１店舗
その他 607

石川県
直営店舗

２店舗
建物他 69,407

　当社グループは、キャッシュ・フ

ローを生み出す最小単位として店

舗を基本単位としてグルーピング

しております。営業活動から生じ

る損益が継続してマイナスである

店舗における資産グループの帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、

減損損失70,014千円（建物及び構

築物55,234千円、工具、器具及び備

品14,780千円）を特別損失に計上

しました。

　なお、資産グループの回収可能価

額は正味売却価額により測定して

おり、売却見込額にて評価してお

ります。
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（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自　平成19年３月21日　至　平成19年９月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株
式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 17,040,558 － － 17,040,558

合計 17,040,558 － － 17,040,558

自己株式     

普通株式　　（注） 639,657 4,359 － 644,016

合計 639,657 4,359 － 644,016

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加4,359株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年６月15日

定時株主総会
普通株式 41,003 2.50 平成19年３月20日 平成19年６月18日

（２）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年10月31日

取締役会
普通株式 32,793  利益剰余金 2.00 平成19年９月20日 平成19年12月３日

当中間連結会計期間（自　平成20年３月21日　至　平成20年９月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株
式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 17,040,558 － － 17,040,558

合計 17,040,558 － － 17,040,558

自己株式     

普通株式　　（注） 647,316 3,787 － 651,103

合計 647,316 3,787 － 651,103

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加3,787株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

（１）配当金支払額
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（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成20年６月13日

定時株主総会
普通株式 32,786 2.00 平成20年３月20日 平成20年６月16日

（２）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年10月30日

取締役会
普通株式 32,779  利益剰余金 2.00 平成20年９月20日 平成20年12月１日

前連結会計年度（自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株
式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式 17,040,558 － － 17,040,558

合計 17,040,558 － － 17,040,558

自己株式     

普通株式　　（注） 639,657 7,659 － 647,316

合計 639,657 7,659 － 647,316

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加7,659株は単元未満株式の買取りによる増加であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年６月15日

定時株主総会
普通株式 41,003 2.50 平成19年３月20日 平成19年６月18日

平成19年10月31日

取締役会
普通株式 32,793 2.00 平成19年９月20日 平成19年12月３日

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年６月13日

定時株主総会
普通株式 32,786  利益剰余金 2.00 平成20年３月20日 平成20年６月16日
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

　現金及び現金同等物の中間連結会計期間末

残高と中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

　現金及び現金同等物の中間連結会計期間末

残高と中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

　現金及び現金同等物の連結会計年度末残高

と連結貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

現金及び預金勘定 524,265千円

預入期間が３ヵ月を超え

る定期預金
-3,000 

現金及び現金同等物 521,265 

現金及び預金勘定 607,064千円

預入期間が３ヵ月を超え

る定期預金
-2,700 

現金及び現金同等物 604,364 

現金及び預金勘定 459,705千円

預入期間が３ヵ月を超え

る定期預金
-3,000 

現金及び現金同等物 456,705 

（リース取引関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引（借主側）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引（借主側）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引（借主側）

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額

 

取得価
額相当
額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

中間期
末残高
相当額
（千円）

機械装置及
び運搬具

6,519 5,058 1,461

計 6,519 5,058 1,461

 

取得価
額相当
額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

中間期
末残高
相当額
（千円）

機械装置及
び運搬具

1,782 712 1,069

計 1,782 712 1,069

 

取得価
額相当
額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

期末残
高相当
額
（千円）

機械装置及
び運搬具

6,519 5,272 1,247

計 6,519 5,272 1,247

２．未経過リース料中間期末残高相当額 ２．未経過リース料中間期末残高相当額 ２．未経過リース料期末残高相当額

１年内 391千円

１年超 1,069 

計 1,461 

１年内 356千円

１年超 712 

計 1,069 

１年内 356千円

１年超 891 

計 1,247 

（注）　取得価額相当額及び未経過リース料

中間連結会計期間末残高相当額は、

未経過リース料中間連結会計期間末

残高の有形固定資産の中間連結会計

期間末残高等に占める割合が低いた

め、支払利子込み法により算定して

おります。

（注）　同左 （注）　取得価額相当額及び未経過リース料

連結会計年度末残高相当額は、未経

過リース料期末残高の有形固定資産

の連結会計年度末残高等に占める割

合が低いため、支払利子込み法によ

り算定しております。

３．支払リース料及び減価償却費相当額 ３．支払リース料及び減価償却費相当額 ３．支払リース料及び減価償却費相当額

支払リース料 645千円

減価償却費相当額 645 

支払リース料 178千円

減価償却費相当額 178 

支払リース料 859千円

減価償却費相当額 859 

４．減価償却費相当額の算定方法 ４．減価償却費相当額の算定方法 ４．減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零

とする定額法によっております。

　同左 　　 同左

（減損損失について）

　リース資産に配分された減損損失はあり

ませんので、減損損失に係る記載は省略し

ております。

（減損損失について）

　同左

（減損損失について）

　同左
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（有価証券関係）

（前中間連結会計期間）

有価証券

１．その他有価証券で時価のあるもの

 

前中間連結会計期間末（平成19年９月20日）

取得原価（千円）
中間連結貸借対照表計上
額（千円）

差額（千円）

(1）株式 56,487 114,333 57,846

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 56,487 114,333 57,846

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 
前中間連結会計期間末（平成19年９月20日）

中間連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

　非上場株式 101,173

（当中間連結会計期間）

有価証券

１．その他有価証券で時価のあるもの

 

当中間連結会計期間末（平成20年９月20日）

取得原価（千円）
中間連結貸借対照表計上
額（千円）

差額（千円）

(1）株式 56,487 90,367 33,879

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 56,487 90,367 33,879

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 
当中間連結会計期間末（平成20年９月20日）

中間連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

　非上場株式 84,578

（前連結会計年度）

有価証券
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１．その他有価証券で時価のあるもの

 

前連結会計年度末（平成20年３月20日）

取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1）株式 56,487 117,870 61,382

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 56,487 117,870 61,382

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 
前連結会計年度末（平成20年３月20日）

連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

　非上場株式 89,280

（デリバティブ取引関係）

前中間連結会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）

　当社グループが行っているデリバティブ取引は、すべてヘッジ会計が適用されるため、記載の対象から除いてお

ります。

当中間連結会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）

　当社グループが行っているデリバティブ取引は、すべてヘッジ会計が適用されるため、記載の対象から除いてお

ります。

前連結会計年度（自平成19年３月21日　至平成20年３月20日）

　当社グループが行っているデリバティブ取引は、すべてヘッジ会計が適用されるため、記載の対象から除いてお

ります。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）

　食品事業（食品製造加工販売、飲食店フランチャイズチェーン事業および飲食店の経営等）の売上高及び営

業損益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損益の合計額に占める割合がいずれも90％超であるた

め、記載を省略しております。

当中間連結会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）

　食品事業（食品製造加工販売、飲食店フランチャイズチェーン事業および飲食店の経営等）の売上高及び営

業損益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損益の合計額に占める割合がいずれも90％超であるた

め、記載を省略しております。

前連結会計年度（自平成19年３月21日　至平成20年３月20日）

　食品事業（食品製造加工販売、飲食店フランチャイズチェーン事業および飲食店の経営等）の売上高及び営

業損益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損益の合計額に占める割合がいずれも90％超であるた

め、記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）

　当社および連結子会社は、国内に所在しているため、所在地別の売上高および営業損益についての記載は行っ

ておりません。

当中間連結会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）

　当社および連結子会社は、国内に所在しているため、所在地別の売上高および営業損益についての記載は行っ

ておりません。

前連結会計年度（自平成19年３月21日　至平成20年３月20日）

　当社および連結子会社は、国内に所在しているため、所在地別の売上高および営業損益についての記載は行っ

ておりません。

【海外売上高】

前中間連結会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

当中間連結会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

前連結会計年度（自平成19年３月21日　至平成20年３月20日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

１株当たり純資産額

（円　銭）
191  29 190　26 188　02

１株当たり中間(当期)純利益金額

（円　銭）
2  71 5　55 1　79

潜在株式調整後１株当たり中間

(当期)純利益金額

　潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　同左 　同左

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

中間（当期）純利益（千円） 44,510 91,076 29,391

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
44,510 91,076 29,391

期中平均株式数（千株） 16,399 16,391 16,397

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

　①【中間貸借対照表】

  
前中間会計期間末

(平成19年９月20日)
当中間会計期間末

(平成20年９月20日)
前事業年度の要約貸借対照表

(平成20年３月20日)

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ．流動資産           

１．現金及び預金 ＊２ 514,523  542,874  422,715  

２．売掛金  300,737  377,274  317,364  

３．たな卸資産  61,325  70,933  59,816  

４．繰延税金資産  55,312  57,592  52,696  

５．その他  159,783  172,938  114,178  

６．貸倒引当金  -667  -492  -526  

流動資産合計   1,091,014 24.7  1,221,120 28.1  966,246 22.7

Ⅱ．固定資産           

１．有形固定資産 ＊１          

（1）建物 ＊２ 892,170  802,799  887,384  

（2）機械及び装置  91,442  72,802  81,073  

（3）土地 ＊２ 1,053,501  1,053,501  1,053,501  

（4）その他  206,752  153,890  183,330  

有形固定資産合計   2,243,866 50.9  2,082,993 48.0  2,205,289 51.7

２．無形固定資産   73,212 1.7  93,073 2.1  106,224 2.5

３．投資その他の資産           

（1）投資有価証券  114,833  90,867  118,370  

（2）関係会社株式  80,089  80,000  80,000  

（3）長期貸付金  90,800  65,600  90,800  

（4）繰延税金資産  57,865  70,635  39,114  

（5）差入保証金  359,562  334,097  355,449  

（6）保険積立金  243,190  247,736  245,479  

（7）その他  98,178  87,848  87,186  

（8）貸倒引当金  -40,531  -29,501  -30,253  

投資その他の資産
合計

  1,003,988 22.7  947,283 21.8  986,146 23.1

固定資産合計   3,321,067 75.3  3,123,351 71.9  3,297,660 77.3

資産合計   4,412,082 100.0  4,344,472 100.0  4,263,906 100.0
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前中間会計期間末

(平成19年９月20日)
当中間会計期間末

(平成20年９月20日)
前事業年度の要約貸借対照表

(平成20年３月20日)

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ．流動負債           

１．買掛金  180,115  208,504  175,278  

２．一年内返済長期借
入金

　 39,956  38,513  39,956  

３．一年内償還社債 　 70,000  70,000  70,000  

４．未払法人税等  81,926  111,712  27,964  

５．賞与引当金  85,926  85,711  85,438  

６．役員賞与引当金  7,000  －  －  

７．未払費用  －  244,138  227,183  

８．その他 ＊３ 264,568  56,446  53,953  

流動負債合計   729,493 16.5  815,025 18.8  679,774 15.9

Ⅱ．固定負債           

１．社債  70,000  －  35,000  

２．長期借入金  38,513  －  18,535  

３．役員退職慰労引当
金

 202,089  208,648  205,579  

４．預り保証金  214,706  192,700  209,258  

固定負債合計   525,309 11.9  401,348 9.2  468,372 11.0

負債合計   1,254,803 28.4  1,216,374 28.0  1,148,147 26.9

           

（純資産の部）           

Ⅰ．株主資本           

１．資本金 　  1,518,454 34.4  1,518,454 34.9  1,518,454 35.6

２．資本剰余金 　          

　（1）資本準備金  379,685  379,685  379,685  

　（2）その他資本剰余金  1,101,986  1,101,986  1,101,986  

資本剰余金合計   1,481,671 33.6  1,481,671 34.1  1,481,671 34.7

３．利益剰余金 　          

　 その他利益剰余金           

　     固定資産圧縮積立
金

 127,603  127,453  127,453  

　     別途積立金  100,000  100,000  100,000  

　     繰越利益剰余金  109,121  96,706  66,754  

利益剰余金合計   336,725 7.6  324,159 7.5  294,208 6.9

４．自己株式 　  -214,031 -4.8  -216,370 -5.0  -215,140 -5.0

株主資本合計   3,122,820 70.8  3,107,916 71.5  3,079,193 72.2

Ⅱ．評価・換算差額等           

　　その他有価証券評価
差額金

　  34,459 0.8  20,182 0.5  36,565 0.9

評価・換算差額等合
計

  34,459 0.8  20,182 0.5  36,565 0.9

純資産合計   3,157,279 71.6  3,128,098 72.0  3,115,759 73.1

負債純資産合計   4,412,082 100.0  4,344,472 100.0  4,263,906 100.0
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  ②【中間損益計算書】

  
前中間会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ．売上高 ＊１  2,827,090 100.0  3,048,266 100.0  5,526,066 100.0

Ⅱ．売上原価   1,337,445 47.3  1,475,312 48.4  2,649,645 47.9

売上総利益   1,489,644 52.7  1,572,953 51.6  2,876,421 52.1

Ⅲ．営業収入   210,243 7.4  213,638 7.0  392,772 7.1

営業総利益   1,699,888 60.1  1,786,592 58.6  3,269,193 59.2

Ⅳ．販売費及び一般管理
費

　  1,588,850 56.2  1,610,076 52.8  3,118,368 56.4

営業利益   111,037 3.9  176,515 5.8  150,825 2.7

Ⅴ．営業外収益 ＊２  64,819 2.3  62,448 2.0  129,655 2.3

Ⅵ．営業外費用 ＊３  41,119 1.4  37,416 1.2  80,431 1.5

経常利益   134,737 4.8  201,548 6.6  200,049 3.6

Ⅶ．特別利益 　  592 0.0  － －  592 0.0

Ⅷ．特別損失 ＊４  35,074 1.2  59,108 1.9  75,772 1.4

税引前中間(当期)
純利益

  100,255 3.6  142,439 4.7  124,869 2.3

法人税、住民税及び
事業税

　 74,600   105,000   89,000   

法人税等調整額 　 -13,088 61,511 2.2 -25,298 79,701 2.6 6,848 95,848 1.7

中間(当期)純利益   38,744 1.4  62,738 2.1  29,020 0.5
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  ③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自平成19年３月21日　至平成19年９月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

固定資産
圧縮
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成19年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 379,685 1,101,986 1,481,671 127,603 100,000 111,380 338,984 -212,550 3,126,560

中間会計期間中の変動額           

固定資産圧縮積立金の取崩　　           

剰余金の配当       -41,003 -41,003  -41,003

中間純利益       38,744 38,744  38,744

自己株式の買取         -1,481 -1,481

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額（純額）
          

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － － － － － -2,258 -2,258 -1,481 -3,740

平成19年９月20日　残高

（千円）
1,518,454 379,685 1,101,986 1,481,671 127,603 100,000 109,121 336,725 -214,031 3,122,820

 

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年３月20日　残高

（千円）
60,672 60,672 3,187,233

中間会計期間中の変動額    

固定資産圧縮積立金の取崩　    

剰余金の配当   -41,003

中間純利益   38,744

自己株式の買取   -1,481

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額（純額）
-26,213 -26,213 -26,213

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
-26,213 -26,213 -29,953

平成19年９月20日　残高

（千円）
34,459 34,459 3,157,279

当中間会計期間（自平成20年３月21日　至平成20年９月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

固定資産
圧縮
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成20年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 379,685 1,101,986 1,481,671 127,453 100,000 66,754 294,208 -215,140 3,079,193

中間会計期間中の変動額           

固定資産圧縮積立金の取崩　　          －

剰余金の配当       -32,786 -32,786  -32,786

中間純利益       62,738 62,738  62,738

自己株式の買取         -1,229 -1,229
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株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

固定資産
圧縮
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額（純額）
          

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － － － － － 29,951 29,951 -1,229 28,722

平成20年９月20日　残高

（千円）
1,518,454 379,685 1,101,986 1,481,671 127,453 100,000 96,706 324,159 -216,370 3,107,916

 

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成20年３月20日　残高

（千円）
36,565 36,565 3,115,759

中間会計期間中の変動額    

固定資産圧縮積立金の取崩　   －

剰余金の配当   -32,786

中間純利益   62,738

自己株式の買取   -1,229

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額（純額）
-16,383 -16,383 -16,383

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
-16,383 -16,383 -16,383

平成20年９月20日　残高

（千円）
20,182 20,182 3,128,098

前事業年度の株主資本等変動計算書（自平成19年３月21日　至平成20年３月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

固定資産
圧縮
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成19年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 379,685 1,101,986 1,481,671 127,603 100,000 111,380 338,984 -212,550 3,126,560

事業年度中の変動額           

固定資産圧縮積立金の取崩　　     -150  150 －  －

剰余金の配当       -73,796 -73,796  -73,796

当期純利益       29,020 29,020  29,020

自己株式の買取         -2,590 -2,590

株主資本以外の項目の事業年

度中の変動額（純額）
          

事業年度中の変動額合計

（千円）
－ － － － -150 － -44,625 -44,775 -2,590 -47,366

平成20年３月20日　残高

（千円）
1,518,454 379,685 1,101,986 1,481,671 127,453 100,000 66,754 294,208 -215,140 3,079,193
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評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年３月20日　残高

（千円）
60,672 60,672 3,187,233

事業年度中の変動額    

固定資産圧縮積立金の取崩　   －

剰余金の配当   -73,796

当期純利益   29,020

自己株式の買取   -2,590

株主資本以外の項目の事業年

度中の変動額（純額）
-24,107 -24,107 -24,107

事業年度中の変動額合計

（千円）
-24,107 -24,107 -71,473

平成20年３月20日　残高

（千円）
36,565 36,565 3,115,759
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前事業年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1）有価証券

子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

(1）有価証券

子会社株式及び関連会社株式

同左

(1）有価証券

子会社株式及び関連会社株式

同左

 その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等

に基づく時価法（評価差

額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移

動平均法により算定）

その他有価証券

時価のあるもの

同左

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

 時価のないもの

主に移動平均法による原

価法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

 (2）たな卸資産

商品・製品・原材料・貯蔵品 

総平均法による原価法によっ

ております。

(2）たな卸資産

商品・製品・原材料・貯蔵品 

同左

(2）たな卸資産

商品・製品・原材料・貯蔵品 

同左

２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、定額法

　なお、主な耐用年数は、以下のと

おりであります。

　建物　　　　　　３～50年

　機械及び装置　　４～10年

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い当中間会

計期間より、平成19年４月１日以

降に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく

減価償却の方法に変更しており

ます。なお、この変更による当中

間会計期間の損益に与える影響

は軽微であります。

(1）有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、定額法

　なお、主な耐用年数は、以下のと

おりであります。

　建物　　　　　　３～50年

　機械及び装置　　４～10年

（追加情報）

　法人税の改正に伴い、平成19年

３月31日以前に取得した資産に

ついては、改正前の法人税法に基

づく減価償却の方法の適用によ

り、取得価額の5%に到達した事

業年度の翌事業年度より、取得価

額の５%相当額と備忘価額との

差額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて計上して

おります。これによる損益に与え

る影響は軽微であります。

(1）有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、定額法

　なお、主な耐用年数は、以下のと

おりであります。

　建物　　　　　　   ３～50年

　機械及び装置　　   ４～10年

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い当事業年

度より、平成19年４月１日以降に

取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価

償却の方法に変更しております。

なお、これにより営業利益、経常

利益及び税引前当期純利益は、そ

れぞれ8,603千円減少しておりま

す。

 (2）無形固定資産

定額法

　なお、自社利用のソフトウエア

については、社内における見込利

用可能期間（５年）に基づく定

額法

(2）無形固定資産

　同左

(2）無形固定資産

　同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前事業年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

３．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　売掛金等債権の貸倒による損失

に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。

(1）貸倒引当金

　同左

(1）貸倒引当金

　同左

 (2）賞与引当金

　従業員に対する賞与の支給に備

えるため、賞与支給見込額のう

ち、当中間会計期間の負担額を計

上しております。

(2）賞与引当金

　同左

(2）賞与引当金

　従業員に対する賞与の支給に備

えるため、翌事業年度支給見込額

のうち、当事業年度の負担相当額

を計上しております。

 (3）役員賞与引当金

　役員に対する賞与の支給に備え

るため、役員賞与支給見込額の当

中間会計期間負担額を計上して

おります。

(3）役員賞与引当金

　同左

(3）役員賞与引当金

　役員に対する賞与の支給に備え

るため、当事業年度における支給

見込額に基づき計上しておりま

す。

 (4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支給に備え

るため、役員退職慰労金支給規程

に基づく当中間会計期間末要支

給額を計上しております。

(4）役員退職慰労引当金

　同左

(4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支給に備え

るため、役員退職慰労金支給規程

に基づく当事業年度末要支給額

を計上しております。

４．リース取引の処理方法 　　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によって

おります。

　　 同左 　　 同左

５．ヘッジ会計の方法 (1）ヘッジ会計の方法

金利スワップについては、特

例処理の要件を満たしている

ため、特例処理を採用しており

ます。

(1）ヘッジ会計の方法

　同左

(1）ヘッジ会計の方法

　同左

 (2）ヘッジ手段とヘッジ対象

（ヘッジ手段）

　　金利スワップ

（ヘッジ対象）

　　借入金の利息

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

　同左

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

　同左

 (3）ヘッジ方針

借入金の金利変動リスクを

回避する目的で金利スワップ

取引を行っており、ヘッジ対象

の識別は個別契約ごとに行っ

ております。

(3）ヘッジ方針

　同左

(3）ヘッジ方針

　同左

 (4）ヘッジ有効性評価の方法

特例処理によっている金利

スワップのため、有効性の評価

を省略しております。

(4）ヘッジ有効性評価の方法

　同左

(4）ヘッジ有効性評価の方法

　同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前事業年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

６．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

(1）消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(1）消費税等の会計処理

　　 同左

(1）消費税等の会計処理

　　 同左

 (2）中間会計期間に係る納付税額

及び法人税等調整額

　当中間会計期間に係る納付税額

及び法人税等調整額は、当事業年

度において予定している固定資

産圧縮積立金の取崩しを前提と

して、当中間会計期間に係る金額

を計算しております。

(2）中間会計期間に係る納付税額

及び法人税等調整額

　　 同左

(2）　　──────

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

   　該当事項はありません。

表示方法の変更

前中間会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間会計期間

（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

──────

　

（中間連結貸借対照表）

　前中間会計期間まで流動負債の「その他」に含めて表示しており

ました「未払費用」は、負債および純資産の合計額の100分の5を超

えたため、区分掲記いたしました。

　なお、前中間会計期間の「未払費用」は、220,119千円であります。　

注記事項

（中間貸借対照表関係）

項目
前中間会計期間末
（平成19年９月20日）

当中間会計期間末
（平成20年９月20日）

前事業年度末
（平成20年３月20日）

＊１．有形固定資産の減価償却累計

額

2,479,718千円 2,618,119千円 2,561,172千円

＊２．担保資産 (1）担保に供している資産 (1）担保に供している資産 (1）担保に供している資産

 建物 30,125千円

土地 263,263 

計 293,389 

建物 28,397千円

土地 263,263 

計 291,661 

建物 29,265千円

土地 263,263 

計 292,529 

 上記に対応する債務

　　　　　　　　　────

上記に対応する債務

　　　　　　　　　────

上記に対応する債務

　　　　　　　　　────

 (2）その他の担保 (2）その他の担保 (2）その他の担保

 　　定期預金3,000千円を加盟契

約先の銀行借入の担保に供

しております。

　　定期預金2,700千円を加盟契

約先の銀行借入の担保に供

しております。

　　定期預金2,700千円を加盟契

約先の銀行借入の担保に供

しております。

＊３．消費税等の表示方法 　仮払消費税および仮受消費税

は、相殺のうえ、流動負債の「そ

の他」に含めて表示しておりま

す。

　同左 　　　　────
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（中間損益計算書関係）

項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前事業年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

＊１．売上高の内訳    

（ＦＣ部門）    

加盟店への食材等売上高 1,214,375千円 1,233,801千円 2,280,210千円

（直営部門）    

飲食店の店頭売上高 1,352,805 1,488,799 2,699,050

（外販部門）    

加盟店以外への食材等売

上高

計

259,908

2,827,090

325,665

3,048,266

546,805

5,526,066

＊２．営業外収益のうち重要なもの    

受取利息 3,092千円 2,417千円 6,065千円

賃貸収益 35,704 34,427 73,362

電算機器使用料収入 8,186 8,146 16,362

＊３．営業外費用のうち重要なもの    

支払利息 1,758千円 917千円 2,952千円

賃貸費用 35,589 34,349 73,558

＊４．特別損失のうち重要なもの    

固定資産除却損 2,625千円 －千円 4,821千円

減損損失 32,259千円

　当中間会計期間において、当社

は以下の資産グループについて

減損損失を計上しました。

地域 用途 種類
減損損失

（千円）

愛知県
直営店舗

１店舗
その他 607

石川県
直営店舗

１店舗
建物他 31,652

　当社は、キャッシュ・フローを

生み出す最小単位として店舗を

基本単位としてグルーピングし

ております。営業活動から生じ

る損益が継続してマイナスであ

る店舗における資産グループの

帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、減損損失32,259千円（建

物26,195千円、その他有形固定

資産6,063千円）を特別損失に

計上しました。　

　なお、資産グループの回収可能

価額は正味売却価額により測定

しており、売却見込額にて評価

しております。

59,108千円

　当中間会計期間において、当社

は以下の資産グループについて

減損損失を計上しました。

地域 用途 種類
減損損失

（千円）

滋賀県
直営店舗

１店舗
建物他 27,389

東京都
直営店舗

１店舗
建物他 15,395

岐阜県
直営店舗

２店舗
建物他 14,591

その他 その他 その他 1,731

　当社は、キャッシュ・フローを

生み出す最小単位として店舗を

基本単位としてグルーピングし

ております。営業活動から生じ

る損益が継続してマイナスであ

る店舗における資産グループの

帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、減損損失59,108千円（建

物45,327千円、その他有形固定

資産13,780千円）を特別損失に

計上しました。　

　なお、資産グループの回収可能

価額は正味売却価額により測定

しており、売却見込額にて評価

しております。

70,672千円

　当事業年度において、当社は以

下の資産グループについて減損

損失を計上しました。

地域 用途 種類
減損損失

（千円）

愛知県
直営店舗

１店舗
その他 607

石川県
直営店舗

２店舗
建物他 70,065

　当社は、キャッシュ・フローを

生み出す最小単位として店舗を

基本単位としてグルーピングし

ております。営業活動から生じ

る損益が継続してマイナスであ

る店舗における資産グループの

帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、減損損失70,672千円（建

物54,465千円、その他有形固定

資産16,207千円を特別損失に計

上しました。

　なお、資産グループの回収可能

価額は正味売却価額により測定

しており、売却見込額にて評価

しております。　

　５．減価償却実施額
   

有形固定資産 80,483千円 76,448千円 174,280千円

無形固定資産 10,774 15,901 24,502
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成19年３月21日　至　平成19年９月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間増加株
式数（株）

当中間会計期間減少株
式数（株）

当中間会計期間末株式
数（株）

普通株式（注） 639,657 4,359 － 644,016

合計 639,657 4,359 － 644,016

 （注）普通株式の自己株式数の増加4,359株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

当中間会計期間（自　平成20年３月21日　至　平成20年９月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間増加株
式数（株）

当中間会計期間減少株
式数（株）

当中間会計期間末株式
数（株）

普通株式（注） 647,316 3,787 － 651,103

合計 647,316 3,787 － 651,103

 （注）普通株式の自己株式数の増加3,787株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

前事業年度（自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

普通株式（注） 639,657 7,659 － 647,316

合計 639,657 7,659 － 647,316

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加7,659株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。
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（リース取引関係）

項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日）

前事業年度
（自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日）

リース物件の所有権が借主に

移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取

引

１．リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び中

間期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び中

間期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び期

末残高相当額

 

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

中間期
末残高
相当額
(千円)

車両及
び運搬
具

6,519 5,058 1,461

合計 6,519 5,058 1,461

 

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

中間期
末残高
相当額
(千円)

車両及
び運搬
具

1,782 712 1,069

合計 1,782 712 1,069

 

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

期末残
高相当
額
(千円)

車両及
び運搬
具

6,519 5,272 1,247

合計 6,519 5,272 1,247

 ２．未経過リース料中間期末残高

相当額

２．未経過リース料中間期末残高

相当額

２．未経過リース料期末残高相当

額

 １年内 391千円

１年超 1,069千円

合計 1,461千円

１年内 356千円

１年超 712千円

合計 1,069千円

１年内 356千円

１年超 891千円

合計 1,247千円

 （注）取得価額相当額及び未経過

リース料中間期末残高相当

額は、未経過リース料中間期

末残高の有形固定資産の中

間期末残高等に占める割合

が低いため、支払利子込み法

により算定しております。

　　同左 （注）取得価額相当額及び未経過

リース料期末残高相当額は、

未経過リース料期末残高の

有形固定資産の期末残高等

に占める割合が低いため、支

払利子込み法により算定し

ております。

 ３．支払リース料及び減価償却費

相当額

３．支払リース料及び減価償却費

相当額

３．支払リース料及び減価償却費

相当額

 支払リース料 645千円

減価償却費相当

額
645千円

支払リース料 178千円

減価償却費相当

額
178千円

支払リース料 859千円

減価償却費相当

額
859千円

 ４．減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法に

よっております。

４．減価償却費相当額の算定方法

　　同左

４．減価償却費相当額の算定方法

　　同左

 　（減損損失について）

リース資産に配分された減損損

失はありませんので、減損損失に

係る記載は省略しております。

　（減損損失について）

　　同左

　（減損損失について）

　　同左
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（有価証券関係）

　前中間会計期間、当中間会計期間及び前事業年度における子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはあり

ません。

（２）【その他】

　平成20年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………32,779,730円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………2円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月１日

　（注）　平成20年９月20日現在の株主名簿および実質株主名簿に記載または記録された株主または登録株式

質権者に対し支払いを行います。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

１　有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第38期）（自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日）平成20年６月13日北陸財務局長に提出。

２  有価証券報告書の訂正報告書

　平成20年６月13日提出の有価証券報告書に係る訂正報告書であります。平成20年７月16日北陸財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成19年12月３日

株式会社 ハ チ バ ン  

 取締役会　御　中    

 新日本監査法人 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 池田　裕之　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 飯塚　俊二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ハチバンの平成19年３月21日から平成20年３月20日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成19年３月21日

から平成19年９月20日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主

資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ハチバン及び連結子会社の平成19年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会

計期間（平成19年３月21日から平成19年９月20日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を

表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成20年12月１日

株式会社 ハ チ バ ン  

 取締役会　御　中    

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池田　裕之　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上倉　要介　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ハチバンの平成20年３月21日から平成21年３月20日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成20年３月21日

から平成20年９月20日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主

資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ハチバン及び連結子会社の平成20年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会

計期間（平成20年３月21日から平成20年９月20日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を

表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成19年12月３日

株式会社 ハ チ バ ン  

 取締役会　御　中    

 新日本監査法人 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 池田　裕之　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 飯塚　俊二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ハチバンの平成19年３月21日から平成20年３月20日までの第38期事業年度の中間会計期間（平成19年３月21日か

ら平成19年９月20日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算

書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務

諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ハチバンの平成19年９月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成19年３月21日から平

成19年９月20日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成20年12月１日

株式会社 ハ チ バ ン  

 取締役会　御　中    

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池田　裕之　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上倉　要介　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ハチバンの平成20年３月21日から平成21年３月20日までの第39期事業年度の中間会計期間（平成20年３月21日か

ら平成20年９月20日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算

書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務

諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ハチバンの平成20年９月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成20年３月21日から平

成20年９月20日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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